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修学旅行土産

校長 木 村 一 夫

「全力追究 トーキョーぜんぶ満喫せよ～平成最後の思い出～」という

テーマのもと、5 月 16 日から 19 日まで天候に恵まれた４日間を過ご

してきました。出発前に東京またはディズニーランドへ行ったことが

あるかどうか聞いたら、ほとんどの生徒が行ったことありと答えまし

た。それに対して「行ったことがあるのに、なぜにこんなに楽しみに

しているの？」と尋ねたら、「仲間と行けるから！」という答えが即

座に返ってきました。最終日に上野駅を発つ時の気温は 29 度、八戸

駅に降り立った時は 8 度。寒暖差に驚きながらも、どの生徒も仲間と

共に旅行を楽しんだ思い出とたくさんの土産も抱えて帰宅しました。

私は今回の旅行で、ディズニーランドやスカイツリーでは買えない

２つの土産を手にしました。

１つ目は、「集団としての大きな成長につながる小さな変化」です。集団行動で求められるのは、時間と

ルールを守ることです。そのことはどの人も頭ではわかっているのですが、見知らぬ土地での移動、

気の緩み、予期せぬ出来事等によるアクシデントが発生することも多々あります。今回は集合時刻に

間に合わない、集合時の私語が多い、飲食のルールを守れないなど、注意を受ける場面がありました

が、そのようなことを通して、個人としてグループとして、そして 138 人の集団として少しずつ変化

が見えてきました。２日目からは全体で集合した時に「静かにしてください」が聞かれなくなりまし

た。３日目のディズニーランドでは、10 時間半にわたる長い自由時間の後、決められた時間に全員が

揃っていました。

２つ目は、「温かさに溢れたシーン」です。１日目の自主研後の集合場所は有明スポーツセンターでし

た。集合時刻を過ぎても数班がたどり着いていません。「ゆりかもめ」に乗る駅を間違えた班、お台場

内で迷っている班があるということでした。先生方は携帯電話を通じて集合場所へ誘導したり、慌て

ずに来るように指示したりしていました。10 分くらい経つと、生徒たちが申し訳なさそうに集まって

きました。息を切らしながらも安堵感に包まれた生徒たちの表情、そして、待っている間、一言とし

て生徒をそしることのなかった先生方の見守り姿勢に大きな感銘を受けました。

この２つの土産をくれた旅行隊が更に成長できるよう期待しています。

国際交流と地域貢献

5 月 14 日、蘭州市青少年友好交流団が本校を訪問しました。

蘭州は中国西北部に位置し、世界的な大河である「黄河」が流

れる、シルクロードの入口に近い街です。八戸との交流は今年

で 35 年目になります。２年生が中心となって温かな交流活動が

行われました。

体育館での歓迎会では、本校は合唱を、交流団はピアノ演奏

を披露しました。その後、各クラスが男女別になり、蘭州の生

徒たちを仲間に入れて長縄跳び大会が行われました。言葉は通

じなくても、声を掛け合って跳ぶ姿が印象的でした。

給食は各クラスに招き入れて一緒に食べました。蘭州では午

前の授業が終わると、生徒たちは一旦帰宅して各家庭で昼食を

とり、２時過ぎに再登校しますので、給食は初めての経験だっ

たようです。

昼休みは教室で遊ぶ姿や、体育館でバレーボールに興じる姿

が見られました。午後は実際の授業を体験してもらいました。

美術では折り紙で鶴を折ったり、音楽では「草原情歌」を中国語で歌ったりしました。そして、見送

りの場面では、２年生全員が玄関から校門まで並び、大きく手を振って別れました。

交流団の通訳として初めて日本を訪れた女性からのメッセージを紹介します。「豊かで楽しかった八

戸での４日間は一生忘れません。最高の思い出になりました。また八戸に行けるよう願っています。」本日 24

日の早朝、２年３組の源波陽人君が、八戸市青少年派遣団の一員として蘭州へ旅立ちました。彼は本

校を訪問した生徒たちと蘭州で再会します。

5 月 22 日、史跡根城の広場において「根城記念祭」が行われま

した。これは、八戸市発祥の地である根城を築いた南部師行公が

現在の大阪で戦死した日にあたります。この記念祭に今年も本校

合唱部が参加し、詩吟「根城南部」を披露しました。

短期間の練習にもかかわらず、２・３年生はもとより、１年生

もしっかりと演奏することができました。彼女たちが吟じた歌声

は、会場に響きながら澄み渡る５月の空へと吸い込まれていきま

した。参列した多くの来賓の方々から大きな拍手が送られました。

根城のお膝元にある本校ならではの貴重な体験であると同時に、自分たちが暮らしている地域への大きな

貢献活動となりました。

私は上記の写真を撮影する際に、生徒たちだけを見て歩いていたら、小屋の梁の部分に頭部を強打

しました。画像には写っていませんが、無数の星がきらめいていました。


